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大阪府教育センター附属高等学校 

校長 寺田 明彦 

 

令和４年度 学校経営計画及び学校評価 

 
１ めざす学校像 

変化の激しい社会の中で、豊かな感性、確かな学力、あくなき探究心をもって生き抜く子どもたちを育てる学校 

１ 学びに向かう意欲を高め、自己実現に導く教育活動を展開する。 

２ 確かな信頼関係を基盤に、豊かな人間力を育む教育活動を展開する。 

３ 先進的・先導的な教育実践に、教育センターと一体となって取組みを進める。 

 

２ 中期的目標 

１ 豊かでたくましい人間性のはぐくみ 

 （１）多様性を認める人間関係をはぐくむ活動の充実を図る。 

ア 誰もが個性や趣向を肯定され、安心して学校生活が送れる居場所としての集団づくりを進める。 

イ 人権教育を基盤とした生徒指導と細やかな生徒観察により、課題の早期発見に努める。 

ウ 情報リテラシーの育成を図る。 

※探究ナビや人権 HR のさらなる充実を図ることで、学校教育自己診断（生徒）で「クラスには自分の居場所がある」の肯定的回答率（R01：81.6% 、

R02：84.1％、R03：85.5％を令和６年度も 80%以上を維持する。 

 （２）安全で安心な学びの場とするための環境整備を行う。 

ア すべての教職員が危機意識を持ち、危険予知に関する知識と緊急事態への対応能力を向上させる。 

イ 生徒が気軽に相談できる環境を整備する。 

ウ いじめを見逃さない教職員集団を作る。 

エ 中学校等との連携を進め、教育相談体制のさらなる充実を図る。 

※情報共有を密にするなど、きめ細かな相談支援体制をさらに充実させることで、学校教育自己診断（生徒）で「悩みや相談に親身になって応じてくれ

る先生がいる」の肯定的回答を（R01：60.8％、R02：67.5％、R03：74.6％を前年度比で増加させ、令和６年度には 75%以上にする。 

※保護者のニーズを踏まえた情報発信を行い、学校教育自己診断（保護者）で「学校は、生徒をきめ細かく、多面的にサポートしている」の肯定的回答

を（R01：65.6％、R02：67.9％、R03：70.4%を前年度比で増加させ、令和６年度には 75%以上をめざす。 

 

２ 確かな学力の育成と授業改善（教育力向上と進路実現） 

 （１）教育センターと一体となった教育実践の研究 

   ア 電子黒板と１人１台端末を活用した授業についての研究・実践を重ね、成果を発信する。 

   イ 観点別学習状況評価についての研究・実践を重ね、成果を発信する。 

   ウ 授業研究やカリキュラムマネジメントにおけるアドバイザーとして教育センターのリソースを活用する。 

※上記アイウに関する校内研修において、教育センターの指導主事から指導助言を得るなど協働で取り組み、研究を重ねる。 

※授業公開週間をさらに充実させ、公開研究授業及び研究討議を複数回実施し、その成果を発信する。 

（２）基礎学力の定着をめざした授業研究・改善への取組みとその成果の発信 

ア 知識・技能の活用を図り、未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力を育む。 

イ 学びを活かそうとする意欲の向上を図る。 

ウ 読解力の育成・充実を図る。 

※学校教育自己診断（生徒）で「授業はわかりやすく、教え方に工夫をしてくれる先生が多い」（R01：53.9%、R02：63.5％、R03：71.4％、 

を前年度比で増加させ、令和６年度には 73％以上をめざす。 

（３）あくなき探究心の育成 

ア 教科横断型である探究ナビを本校教育活動の軸と位置付け、活用型の授業に取り組む。そして、探究ナビ発表大会を実施し、探究活動の充実と 

その成果を発信する。 

イ 全教科において、「社会人基礎力」の育成を意識した授業実践を行う。 

   ※学校教育自己診断（生徒）で「授業で自分の考えをまとめたり、発表する機会がある」（R01：53.9%、R02：63.5％、R03：81.6％、 

を前年度比で増加させ、令和６年度には 82％以上にする。 

ウ 進路指導を充実させる中で、自ら学ぶ生徒を育成する。 

※学校教育自己診断（生徒）で「将来の進路や生き方について考える機会がある」（R01：79.7%、R02：80.8％、R03：89.0％を令和６年度も 

80％以上を維持する。 

※３年間を見通した進路指導を着実に実行することにより、４年制大学・短期大学の進学者率上げ、令和６年度には併せて 150 名以上とする。 

（R01：135 名、R02：132 名、R03：150 名） 

※令和４年度、「探究図書館を創ろう！」が学校経営推進費支援校に決定。評価指標として、図書館の来館者数を 400 名以上[R３ 305]、 

利用書籍の統計変化を探るとともに、学校教育自己診断（生徒）で、「図書館を利用して探究活動を進めることができた」（新設）肯定 

率 80％以上。大阪府教育センターフォーラム等での成果発表を行う。 

 

 ３ 「チーム教セン」による新しい課題への挑戦（支え合い高め合う組織の実現） 

（１）広報活動の充実と地域に開かれた学校をめざす。 

   ア 近隣の中学校を訪問（約 50 校）するとともに、ホームページ等を活用した広報活動を充実させる。 

 イ 近隣中学校との交流を推進し、中高教員相互の授業力の向上に繋げる。 

（２）生徒の自主的な活動を充実させる 

 ア 生徒会を中心に、生徒が主体的に行う体育大会、文化祭等の行事を充実させる。  
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（３）校務の効率化と働き方改革の推進 

ア 全校一斉退庁日及びノークラブデーの活用をさらに促進し、勤務時間管理及び健康管理を徹底させる。 

イ 超過勤務時間が月 80 時間を超える教職員を年間で、45 名以下をめざす。（R01 53 名、R02 51 名、R03 33 名） 

ウ タブレットの活用によりペーパーレス化を推進することで職員会議等の時間短縮をめざす。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和４年 12月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

【生徒】 

○肯定的評価が増加した主な項目 

・防災や防犯について、緊急時の行動を知らされている（63.6→77.9）+14.3 

・自分のことで自信をもっていることがある（58.9→62.9）+4.0 

・授業では、実験・観察・実習をしたりすることがよくある（46.1→49.6）+3.5 

○肯定的評価が低下した項目 

・まわりの人と協力することは楽しいことだ（87.6→82.9）-4.7 

・学校行事は充実していて楽しい（77.3→72.6）-4.7 

・命の大切さや人権を尊重した教育活動がなされている（87.6→83.2）-4.3 

【保護者】  

○肯定的評価が増加した項目 

・この学校の授業参観や学校行事に参加したことがある（40.7→57.8）+17.0 

・学校の PTA 活動は、活発に行われている（67.6→76.4）+8.9 

・学校は、生徒をきめ細かく、多面的にサポートしている（70.4→76.3）+5.9 

○肯定的評価が低下した項目 

・学校は、教育情報について、提供の努力をしている（82.7→78.0）-4.7 

・学校は、将来の進路や職業などについて適切な指導を行っている（85.9→82.3）-3.6 

・学校の施設・設備は整っていて、良い学習環境が作られている（65.2→63.4）-1.95 

【教職員】 

○肯定的評価が増加した項目 

・近隣の学校などとの交流の機会を設けたり、地元とのつながりを大切にした取り組み

をすすめている (40.5→75.5) +35.0 

・教育活動全般にわたる評価を行い、次年度の計画に生かしている(71.1→95.9)+24.8 

・教員間でお互いの授業を見学する機会があり、授業について意見交換するなど自律的

な風土がある（75.6→91.8）+16.3 

○肯定的評価が低下した項目 

・学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている 

（100→91.8） -8.2 

・教育活動に必要な情報について、生徒・保護者や地域への周知に努めている 

（92.9→89.8） -3.1 

・豊かな人間力の育成をめざして、特別活動や部活動の充実に努めている 

（92.9→91.8）-1.0 

 

令和３年度のアンケート結果においては、生徒の回答 23 項目のうち 22 項目におい

て肯定的回答が増加したが、今年度は、残念ながら、18 項目において肯定的回答が低下

した。ただ、低下率(-4.7)が最大の項目においては、元々比較的高い肯定率(87.6→82.9/ 

77.3→72.6)からの低下であり、コロナ禍の中で工夫をしながら教育活動を行うことが

できたことは、一定の評価ができると考える。また、「自分のことで自信をもっているこ

とがある」の項目の肯定率の向上（58.9→62.9）においては、本校の教育の柱である

「探究ナビ」の授業の取り組みが貢献しており、今後とも、本校生徒の自己肯定率を上

げる工夫をしていきたい。教職員においては、全教職員で分担して中学校訪問を行うな

ど、広報活動を充実させたことから教職員の school identity が高まった。これは今後の

本校の発展に大きな期待が持てる。 保護者の意見では、先生方に感謝の意を表する意見

が多い中で、さらにわかりやすい授業を求めるなどの授業改善の要求や、老朽化してい

る学校施設、設備の改善を求める声が多い。アンケートの意見を参考にしながら、変化

の激しい社会の中で、豊かな感性、確かな学力、あくなき探究心をもって生き抜く子ど

もたちを育てる学校を、全教職員が一致団結して作っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

○第１回（令和４年６月 20 日） 

・学校も部活動も活発で、希望の持てる学校だと感じる。部活動も無理せ

ず、勝つだけでなく、協力しながら高校生活を楽しんでいる。生徒がデイ

サービスのサポートに来たり、文化祭でも交流があったので引き続きお願

いしたい。 

・近隣の学校なので今後も交流していただけるとありがたい。中学校もだ

んだん教育課程も変わってきている。個々の生徒の多様性を認め、伸ばし

ていき、多様な進路がある中できちんとした進路選択ができるよう協力を

お願いしたい。 

・図書館が今後どう使われていくのか。大学でもただ単に飲食する場だけ

になっている場合もある。今後、図書館をどううまく使って、どんな仕掛

けをするのか楽しみにしている。 

・ICT は今までできなかったことができるようになったこと、今まで時間

がかかっていたことが簡単にボタン１つでできるようになったこと、ぜひ

うまく活用し、学びにつなげていただきたい。 

・授業で自分の考えをまとめて発表する機会があるというのが 82％あり、

そういった経験をした生徒が大学でも活躍できる可能性をもっている。基

礎学力も必要だが、探究ナビをしっかり身につけることで、良いファシリ

テーターを育成していただきたい。見ず知らずの価値観の違う人が集まっ

て、うまく話し合いを進めて、目標に向けてグループを進めていくことが

できる中心になる人を育成していってほしい。 

 

○第２回（令和４年 11 月 18 日） 

・現代の社会に求められる資質として大学で学ぶような内容を高校の段階

で学んでいることは保護者目線として大変ありがたい。 

・探究図書館の今後に期待したい。自ら問いを立て、課題解決に取り組む

ことを通し、社会で必要とされる力を身に付けることを目標とする探究

ナビにおいて、学習環境をより充実させることが可能な探究図書館は大

いに期待できる。ラーニングコモンズのように、生徒たちが主体的、協

働的に学習に取り組むことができ、また１人１台端末を活用できるよう

な環境づくりに取り組んでいただきたい。 

・生徒指導の基準（特に学校行事の場面）についても、生徒の主体性を第

一に考えてほしいという保護者の意見もある。学校を選ぶ基準として制

服や身だしなみを重視する生徒が多いのも現実である。 

・素朴な生徒が多い印象。保護者から見て安心できる環境である。 

 

○第３回（令和５年２月 17 日） 

・学校教育自己診断アンケートの質問項目において、「目的」と「手段」 

が一致した問い方に変更すべき問いが何問かある。例えば、生徒の質問

14 の「コンピューターやプロジェクタなどを使った授業がある」とい

う問いなど。 

・探究ナビの授業は、以前よりもバージョンアップしているように感じた。

３年間かけて「社会に必要な力」が確実に育成されるようしっかり組み

立てられている。 

・コロナ禍においても、さまざまな創意工夫を凝らして教育活動を行って

いこうとする姿勢が感じられた。そして、探究図書館の今後に期待する

とともに、本校の取り組みに関する広報活動にますます力を入れてほし

い。 

・学校として毎年着実に進化している。コロナ禍は逆に新しいことを 

するチャンスでもあるので、今後もさまざまなことに挑戦してほし 

い。 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期
的 
目標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標[R３年度値] 自己評価 
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（１）多様性を認める人間関係

のはぐくみ 

ア）居場所としての集団づく

り 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）課題の早期発見 

 

 

 

 

ウ）情報リテラシーの育成 

 

 

 

 

 

（２）安全で安心な学校生活の

ための環境整備 

ア）危険予知及び緊急事態へ

の対応能力の向上 

 

 

 

イ）相談できる環境の整備 

 

 

 

ウ）いじめの未然防止・早期

発見・早期対応のための

教職員集団 

 

 

 

 

 

エ）教育相談体制及びガイダ

ンス機能の充実 

 

 

 

 

 

 

 

（１）多様性を認める人間関係のは

ぐくみ 

ア）より良い人間関係の構築をめ

ざし、クラスづくりの導入とな

る活動を全教員が指導できる

ようにするための校内研修を

年度当初に実施する。また、授

業研究委員会を中心に授業改

善を行い、授業等において、積

極的に発表したり、意見が言い

やすい雰囲気づくりをめざす。 

 

イ）支援の必要な生徒の情報を、

担任会や教育支援委員会を

中心に共有し、課題が深刻化

しないように努める。 

 

ウ）あらゆる教育活動を通して、

適切な情報の収集、発信、活

用について啓発を行い、情報

リテラシーを高める。 

 

 

（２）安全で安心な学校生活のため

の環境整備 

ア）懸念される現実的な災害を想 

定した訓練を実施するととも 

に、感染症拡大による臨時休校 

等の緊急事態に備え、連絡体制 

を整える。 

イ）教科の準備室や職員室付近に 

机や椅子を設置し、気軽に質問 

や相談ができる場を拡充する。 

  

ウ）アンケート等を効果的に活用 

し、課題把握に努め、教育支援 

委員会等により教職員間で情 

報を共有し、深刻な問題に発展 

しないよう未然防止に努める。 

 

 

 

エ）相談しやすい体制づくりを進 

めるとともに、生徒への広報を 

適宜行。また、相談体制を充実 

させるための教員研修を実施 

する。 

 

（１） 

 

ア） 

①学校教育自己診断（生徒）で「クラス

には自分の居場所がある」の肯定率 80%

以上を維持する。[85.6％] 

②学校教育自己診断（生徒）で「授業で

自分の考えをまとめたり、発表する機会

がある」の肯定率が前年度を上回る。

[81.6％] 

 

 

イ）学校教育自己診断（生徒）で「悩み

や相談に親身になって応じてくれる先

生がいる」の肯定率 75％以上[74.6％] 

 

 

ウ）人権教育委員会から SNS 関連に 

係る注意喚起等の啓発活動を定期的に

行うことで、SNS 等、ネット上での課

題事象の減少に努める。併せて、課題事

象発生時の適切な対応についての校内

研修を複数回行う。 

 

 

ア）学校教育自己診断（生徒）で「防

災や防犯について、緊急時の行動

を知らされている」の肯定率 65％

以上[63.6％] 

 

イ）学校教育自己診断（生徒）で「自

分は大切にされていると感じるこ

とがある」の肯定率 73％以上

[72.9％] 

ウ）学校教育自己診断（教職員）で「い

じめ（疑いを含む）が起こった際の体

制が整っており、迅速に対応すること

ができている」の肯定率 90%以上を維

持する。[95.5％] 

 

 

 

エ）①学校教育自己診断（保護者）で 

「学校は、生徒をきめ細かく、多

面的にサポートしている」の肯定

率 71％以上[70.4％] 

②学校教育自己診断（生徒）で「いじ 

めについて困っていることがあれ

ば真剣に対応してくれる」の肯定率 

80％以上を維持する。[80.3％] 

 

 

ア） 

①クラス開きの校内研修実施(４/

５)「クラスには自分の居場所があ

る」の肯定率 85.3% (◎) 

②「授業で自分の考えをまとめた

り、発表する機会がある」の肯定 

率 80.0％(△) 次年度は、探究ナ

ビ、グローバルスタディーズの授

業を中心に授業内容の研究・改善

に取り組む。 

イ）「悩みや相談に親身になって

応じてくれる先生がいる」の肯定

率 72.6％(△) 引き続き、生徒に

教育相談を広報し、相談しやすい

環境を作る。 

ウ）SNS 等、ネット上での課題

事象は５件発生。SNS 対応に特

化した校内研修を実施するとと

もに、情報リテラシー教育をより

強力に実施する。(〇) 

 

 

 

ア）「防災や防犯について、緊急 

時の行動を知らされている」の肯

定率 77.9％ 次年度は、関係す 

るポスターの掲示等の情報発信 

をさらに活発に行う。(◎)  

イ）「自分は大切にされていると感

じることがある」の肯定率 70.1％ 

(△)次年度も教育相談体制をより

充実させ情報共有を密にする。 

ウ）いじめ事象は１件。 

「いじめ（疑いを含む）が起こっ

た際の体制が整っており、迅速に

対応することができている」の肯

定率 100％で目標達成。引き続き、

未然防止、早期発見、早期対応の

重要性を全教職員で共通認識を深

める。（◎） 

エ）①「学校は、生徒をきめ細か

く、多面的にサポートしている」

肯定率 76.3％(◎)  

 

②「いじめについて困っているこ

とがあれば真剣に対応してくれ

る」肯定率 77.0％(△) 

引き続き、生徒に教育相談をより

広報し、活用しやすい環境を整え

ることでの肯定率の向上を図りた

い。（○） 
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（１）教育センターと一体とな

った教育実践の研究 

 

 

 

ア）電子黒板と１人１台端末

を活用した授業について

の研究・実践 

 

 

イ）観点別学習状況評価につ

いてのさらなる研究・実践 

 

ウ）教育センターのリソース

の活用 

 

 

 

（２）基礎学力の定着をめざし

た授業研究・改善への取組

み 

ア）知識・技能の活用を図り、

未知の状況にも対応でき

る思考力・判断力・表現力

の育成 

 

 

 

 

イ）学びを活かそうとする意

欲の向上 

 

 

 

 

 

ウ）読解力の育成・充実 

 

 

 

 

 

（３）あくなき探究心の育成 

ア）探究活動の充実と再構築 

 

 

 

 

イ）「社会人基礎力」の育成 

 

 

 

 

 

ウ）自ら学ぶ生徒の育成と 

希望進路の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教育センターのリソースを活

用しながら一体となった授業

研究や授業実践を行い、その成

果を校内で共有するとともに

発信する。 

ア）電子黒板と１人１台端末の環

境の下での授業について、授業

研究委員会を中心に実践研究

を進める。 

 

イ）観点別学習状況評価の本格実

施にあたり、本校の状況に合わ

せた評価指針を充実させる。 

ウ）教育センター大ホールを授業

の成果発表の機会として活用

したり、授業に関するアドバイ

ザーとして指導主事を活用す

る。 

（２）基礎学力の定着をめざした授

業研究・改善への取組み 

 

ア）授業研究委員会、教科会議に

おいて、学力生活実態調査や実

力テスト等の結果を分析し、学

んだ知識・技能の活用を想定し

た授業づくりを進める。 

 

 

 

イ）各教科で付けたい力を生徒に

伝え、各教科での学びを活用で

きるような課題を取り入れ、意

欲を向上させる。 

 

 

 

ウ）すべての教科で、読解力の育

成をめざした取組みを実施

する。読書等、文章を読むこ

とを啓発するとともに、引き

続き図書室の整備を進める。 

 

（３）あくなき探究心の育成 

ア）本校教育活動の軸と位置付けて

いる探究ナビをはじめとする探

究活動を充実させ、その成果を発

信するとともに、３年間を見通し

た指導計画をさらに充実させる。 

イ）全教科で「社会人基礎力」（実

社会で必要かつ役立つ力）の育成

を意識した内容を授業に取り入

れ、成果を検証する。 

 

 

ウ）自ら学ぶ生徒を育成する。 

授業以外での学習習慣をつけさ 

せるとともに、学ぶ意欲を喚起 

し、生徒の進路実現を図る。 

また、一人ひとりの希望進路を実 

現するため、将来を見据えた科目 

選択を含む教育課程を編成する 

とともに、系統的な進路講習等の 

個別の支援を充実させる。 

 

（１） 

 

 

 

 

ア）学校教育自己診断（生徒）で「コ

ンピュータやプロジェクタなどを

使った授業がある」の肯定率90%

以上を維持する。[90.2％] 

 

イ）各教科における課題を洗い出し、

情報共有を行い、課題解決に向け

ての校内研修を複数回実施する。 

ウ）月１回の定例の幹部会議の開催、

大ホール借用の行事に加え、合同

で校内研修を２回行い、指導主事

からのアドバイスや情報提供を受

ける。 

（２） 

 

 

ア）①生徒への授業アンケートで「授業

内容に興味・関心を持つことがで

きたと感じている。の全平均が、

前年比を上回る。[3.13] 

②授業アンケートで「知識や技能が

身に付いたと感じる」の全平均が、

前年比を維持する。[3.15] 

 

イ）学校教育自己診断（生徒）で「授業

はわかりやすく、教え方に工夫をし

てくれる先生が多い」の肯定率 72％

以上[71.4％]、「頑張ろうと意欲を

かき立てられる授業がある」の肯定

率 64％以上[63.6％] 

 

ウ）図書室の利用者数（授業での利用を

除く）を前年度より増加させる。 

[305 人]  

 

 

 

（３） 

ア）学校教育自己診断（保護者）で「将

来の進路や職業などについて適切な

指導を行っている」の肯定率 80%以

上を維持する[85.9%] 

 

イ）学校教育自己診断（生徒）で「将来

の進路や生き方について考える機会

がある」の肯定率 80%以上を維持す

る[89.0%] 

 

 

ウ）①英語検定、数学検定の受験者数を

前年度を上回る。 

[英検 39 名、数検６名受験] 

②１年からの系統的な進路 HR を実

施（年間３回以上）及び系統的な

進学講習の開催（長期休業期間合

計４回）することで、各進学先の

合格者数を前年比で上回る。 

・４年制大学[126]名 

・短期大学[24]名 

 

 

 

 

 

ア）「コンピュータやプロジェク 

タなどを使った授業がある」の肯

定率 90.8%(◎) ICT 機器の効果

的な使用に関する校内研修を３

回実施。延べ 17 名参加 (◎)     

イ）授業研究委員会と教務部が連

携し校内研修を３回実施。(◎) 

 

ウ）教育 C 幹部との定例の会議８

回、大ホール借用の行事６回実

施。指導主事との合同校内研修３

回実施。今後も教育 C との連携を

推進していく。（◎） 

（２） 

 

 

ア）①「授業内容に興味・関心を 

持つことができたと感じている。 

 [3.14](◎) 

 

②「知識や技能が身に付いたと感 

じる」 [3.18](◎)引き続き、 

授業研究委員会をさらに充実さ 

せ、授業研究、改善に取り組む。 

イ）教え方に工夫をしてくれる先 

生が多い」68.6％(△)「頑張ろ 

うと意欲をかき立てられる授業が 

ある」62.5％)(△)  

今年度は、授業公開週間を２回。 

次年度はさらに回数を増やすなど 

充実させたい。 

ウ）図書室の貸出数：年度末 

[408 人]７月よりエレベーター工

事のため閉館。引き続き、昼休み

の放送、月ごとの図書館だよりの

発行などを継続し、利用者を増や

す。(○) 

 

ア）「将来の進路や職業などについ 

て適切な指導を行っている」 

82.3%で目標達成。(◎) 

 

 

イ）「将来の進路や生き方について 

考える機会がある」86.6%(◎) 

探究ナビや GS の授業を通して、 

将来の進路や職業などについて考 

える機会を与えた。次年度はさら 

なる充実を図りたい。（◎） 

ウ）①英検、数検受験者数 

[英検 55 名、数検 11 名受験]◎ 

②進路 HR: 

１年９回、２年９回、３年５回 (◎) 

・進路だより 

 １年９回、２年 12 回、３年６回  

・科目選択説明会：各学年２回実施 

・進路別説明会各学年 ２回実施 

・４年制大学合格者 126 名 [126] 

・短期大学合格者 15 名 [24] 

・専門学校合格者 63 名 [50] 
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※探究図書館の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）広報活動の充実 

 

ア）地域に開かれた学校 

 

 

 

 

イ）近隣中学校との交流 

 

 

 

 

（２）生徒の自主活動の充実 

ア）生徒会活動の活性化 

 

 

 

 

イ）校内美化運動の充実 

 

 

 

 

 

 

（３）校務の効率化と働き方改

革の推進 

 

 

ア）教職員の意識改革 

 

 

 

イ）校務の効率化 

 

 

 

 

 

 

 

※生徒自らが個別最適な学びや協

働的な学びをデザインする学習活

動を展開する。主体的な探究活動を

支援するような文献や論文に溢れ、

また共創的な学習活動を展開でき

るディベートルームがあり、各授業

での活用が可能な知識創造の場と

なる学校図書を作ることで、生徒の

学びを深め、主体的に学びに向かえ

ていると自己を肯定できる生徒の

割合を増加させる。 

 

（１）広報活動の充実 

 

ア）広報委員活動を活性化させ、学 

  校説明会、体験入学会、ホーム 

ページ等を活用した広報活動 

の充実を図る。 

 

イ）近隣中学校を全教員で分担し訪 

問、広報するとともに、本校の 

授業公開週間の開催を近隣中学 

校へ広報することで交流を図 

る。 

（２）生徒の自主活動の充実 

ア）生徒会を中心に、生徒が主体的 

  に行う体育大会、文化祭等の行 

事や部活動を充実させる。 

 

 

イ）保健委員を中心に学年団と連携 

  し、定期清掃、大掃除等を徹底 

し美化運動を充実させる。 

 

 

 

 

（３）「府立学校における働き方改

革にかかる取り組みについて」

に沿って業務の見直し・効率化

を図る。 

ア）全校一斉退庁日及びノークラブ 

デーの周知徹底を図るととも 

に、管理職による指導、助言を 

適宜行う。 

イ）①部活動における複数顧問等に 

     よる役割分担。 

②終了時間を定めた会議の運営 

により、校務の効率化を図る。 

③職員会議等の会議時間を短縮 

するために、タブレットを使 

用することで、書類の電子化 

（ペーパーレス）を推進する 

 

・専門学校[50]名  

・就職内定者[16]名 

 

※図書館の来館者数を 400 名以上  [R

３ 305]、利用書籍の統計変化を探る

とともに、学校教育自己診断（生徒）

で、「図書館を利用して探究活動を進め

ることができた」（新設）肯定率 80％

以上。大阪府教育センターフォーラム

等での成果発表を行う。 

 

 

 

 

 

（１） 

 

ア）近隣中学校 50 校を全教員で分担し 

訪問することで、学校説明会への参 

加人数を増やす。[第１回 95 名、 

第２回 340 名、第３回 177 名申込 

がありましたが中止][未実施] 

イ）学校教育自己診断（教職員）で「近 

隣の学校などとの交流の機会を設け 

たり、地元とのつながりを大切にし 

た取り組みを進めている」の肯定率 

50％以上をめざす。[40.5%] 

（２） 

ア）学校教育自己診断（生徒）で「学校

行事は充実して楽しい」の肯定率

80％以上[77.3％]、「この学校には、

魅力ある部活動がある」の肯定率

72％以上[71.0％] 

イ）HR 教室等、学習環境を美しく保つ

ことをめざし、定期的にチェックす

る体制を充実させる。毎週１回保健

委員が各教室の清掃状態を点検し、

評価指標に基づいて、点数化するこ

とで意識を高める。年度末には、学

年別に優秀クラスを表彰。 

（３） 

 

 

 

ア）超過勤務時間が月 80 時間を超える

教職員を年間で 45 名以下とする。 

 

 

イ）ストレスチェックにおける健康指数を

前年度より下回る。 

 [R３:104, R２:129, R１:143] 

・就職内定者 13 名 [16]  

・公務員３名[０] 

 

学校教育自己診断（生徒）で、「図

書館を利用して探究活動を進める

ことができた」（新設）肯定率 80％

以上。→質問項目に組み入れなか

ったため評価できず。 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

 

ア）近隣中学校 53 校訪問 (◎) 

学校説明会への参加人数 (◎)  

[第１回 150、第２回 320、 

第３回 190 参加 計 660 名] 

 

イ）学校教育自己診断（教職員）で 

「近隣の学校などとの交流の機会 

を設けたり、地元とのつながりを 

大切にした取り組みを進めてい 

る」の肯定率 75.5% (◎) 

（２） 

ア）学校教育自己診断（生徒）で「学 

校行事は充実して楽しい」の肯定 

率 72.6％(△) 「この学校には、 

魅力ある部活動がある」の肯定率 

70.1％ (△) 

イ）美化運動を定期的に実施でき 

たことで、学習環境が整備された。 

(◎) 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

ア）超過勤務時間が月 80 時間を 

超える教職員 28 名。(◎) 

 

 

イ）ストレスチェックにおける健康 

指数 [R４: 94] (◎) 

 

・デジ楽採点ソフトの導入(◎) 

・会議資料のペーパーレス化ができ、 

平均して職員会議時間が平均 30 分 

短縮実現 (◎) 

・伝達事項のオンライン共有 (◎) 

（google classroom、ライデンメール） 

・執務環境の整備（首席管理）(○) 

・アンケートの電子化及び保護者へ

文書配布のデジタル化 (◎) 

（google classroom 生徒、保護者） 

・職員朝礼の精選と運営委員会を、

月４回から２回に減らした。(◎) 

※R５は、欠席連絡を ICT で実施す

る予定 

 


